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№２３１５ 第１４回例会 ２０１３．１０．１０ 晴  

点 鐘：須藤 隆 会長 

進 行：大網庄一郎 SAA 

ソング：それでこそロータリー 

 

会長挨拶 

                      須藤 隆 会長 

 

皆さん今晩は。 

今日は１年ぶりの夜間句会例会です。皆様の俳

句心を披露し、自分が選句される、されないにこだ

わらず他の人の句を鑑賞し、楽しむ気持で和気あ

いあいとした句会になればと思います。三枝先生の

奥様にもいつものようにお越しいただき、ご夫妻で

ご講評をいただいております。本日もよろしくご指

導をお願いいたします。 

報告を一つだけいたします。来年の６月１日～４日

にロータリーの世界大会がシドニーで開催されます。

１２月１５日までに登録をすれば割引の登録料金が

適用されます。参加してみたいという方がいれば、

若鍋国際担当部長までお申し出ください。もし参加

者がいれば私も参加してみたいと思います。 

 

幹事報告 

山田昌雄 幹事 

 

皆さん、今晩は。 

本日の夜間例会に三枝先生御夫妻にお出でい

ただき、秋の月を愛でる句会を催しできることを感

謝致します。 

また、先生には、三枝病院創立４５周年・老人保険

施設創立１６年を迎えられ、「海ゆかば（続）」を上梓

されまして会員全員にお贈りいただき重ねて感謝

申し上げます。 

報告事項 

次の例会変更２件です。 

・上総ＲＣ  １０月３１日（木） 点鐘１８時： 

クラブ研修のため夜間例会 

・袖ヶ浦ＲＣ 

１１月１１日（月）の例会中止： 

１１月１０日（日）開催の地区大会出席のため 



 

 

誕生祝 

 
三枝一雄 Ｓ７.１０．１２ 

 

誕生祝一言 

三枝一雄 会員 

 
私は昭和７年１０月１２日、富津市佐貫で生まれ

ました。祖母が産婆であった為、自宅で取りあげて

くれました。先日、佐貫小学校に俳句の授業で行っ

た時、子供達に「僕は君たちと同じ佐貫で生まれた

んだ。この中で佐貫で生まれた人、手を挙げて。」と、

言ったら誰も挙げません。脇から先生が、「佐貫に

は産婦人科の病院がありませんから。」と、言うので

す。そうか。自宅で生まれないんだ。大きく時代が

変わったことに気づきました。私もすぐ８１歳。病気

が治ってやっと平均寿命を乗り越えました。これか

らも宜しくお願いします。 

 

月見句会 

 

 

座長挨拶 

 

会員互選入選句 

満月のウッドデッキに老夫婦 

宴辞す嘉南平野は月明かり 

月見るや咲くコスモスの硝子越し 

石鰈その子は菊の姿かな 

月明の眼下にエーゲの島動く 

秋雨の床冷えて出す布団かな 

 

選句する会員達 

病室の窓にほのかな月あかり 

なつかしき母のおもかげ月やさし 

湯けむりの名月かくす旅の宿 

遠い日の母の思い出宿す月 

仰ぎ見る深き青空いわし雲 

月を待つ芒はらりとほどきけり 

対岸に瞬く灯あり月を待つ 

彼岸花あとひく色が名残かな 

満月が澄んだ夜空にぽっかりと 

対岸の灯を遠くして月の海 

そよ風やもくせいの香の立ちのぼる 

秋思ひあれこれひねる一句かな 

畦道でひそひそ地蔵と彼岸花 

名月も雲にかくれし宴かな 

月無くも句会出づるや病みし友 

千葉一利 

石渡 鋼 

須藤 隆 

山田昌雄 

志波 克 

刈込一弥 

千葉一利 

村田喜身江

榎本守男 

榎本守男 

須藤 隆 

三枝かずを 

三枝ふみ代

大網庄一郎

平川恵敏 

三枝かずを 

原田雅式 

須藤 隆 

小野恒靖 

小野恒靖 

石渡 鋼 



 

 

彼岸花供養の道に咲きにけり 

月見れば句会ありやと妻の問ふ 

月の宴集ふ縁を大切に 

小波の音ひびく海星月夜 

秋祭熱気にやさし秋の風 

誕生日祝はれ月の宴となる 

月あかり友と歩みししあはせを 

晴ればれと台風一過冨士の山 

 

三枝かずを選 

宴辞す嘉南平野は月明かり 

○そよ風やもくせいの香の立ちのぼる 

満月が澄んだ夜空にぽっかりと 

◎月一輪パリの夜空にほのぼのと 

○月の宴集ふ縁を大切に 

◎対岸に瞬く灯あり月を待つ 

○月明の眼下にエーゲの島動く 

病室の窓にほのかな月あかり 

名月の雲にかくれし宴かな 

なつかしき母のおもかげ月やさし 

仰ぎ見る深き青空いわし雲 

◎空の色日毎に変る秋の朝 

藤けい子逝きて新宿月暗し 

彼岸花供養の道に咲きにけり 

月あかり友と歩みししあはせを 

湯けむりの名月かくす旅の宿 

○晴ればれと台風一過冨士の山 

更けし夜の月皓々と中天に 

○誕生日祝はれ月の宴となる 

◎ギター弾く手元を照らす月明り 

月見れば句会ありやと妻の問ふ 

○盛り上げるロータリーバンド月の宴 

遠い日の母の思い出宿す月 

満月のウッドデッキに老夫婦 

◎美しき月を眺めてウｵーキング 

秋祭り日月神社晴れ祈る 

増税の世を思ひつつ月を待つ 

 

三枝ふみ代選 

○宴辞す嘉南平野は月明かり 

そよ風やもくせいの香の立ちのぼる 

満月が澄んだ夜空にぽっかりと 

月明の眼下にエーゲの島動く 

病室の窓にほのかな月あかり 

名月も雲にかくれし宴かな 

小波の音ひびく海星月夜 

月さして振り返り見る孫の顔 

なつかしき母のおもかげ月やさし 

仰ぎ見る深き青空いわし雲 

秋思ひあれこれひねる一句かな 

空の色日毎に変る秋の朝 

スズメ蜂柿に群がる恐ろしさ 

彼岸花供養の道に咲きにけり 

月あかり友と歩みししあはせを 

○対岸の灯を遠くして月の海 

湯けむりの名月かくす旅の宿 

さあ月よ今宵は飲むぞ友を呼べ 

晴ればれと台風一過冨士の山 

○月を待つ芒はらりとほどきけり 

夕月夜サンゴの浜辺目に浮かぶ 

○ギター弾く手元を照らす月明かり 

盛り上げるロータリーバンド月の宴 

○なつかしきソングの後に月を詠む 

満月のウッドデッキに老夫婦 

美しき月を眺めてウｵーキング 

増税の世を思ひつつ月を待つ 

             ○印特選・◎特々選 

 

月見句会評及び添削  三枝かずを               

月一輪パリの夜空にほのぼのと    平川恵敏 

ほのぼのとした異国情緒。かってセーヌ川クル

ーズで月を仰いだ景色を思い出した。一輪が

よい。 

対岸に瞬く灯あり月を待つ       三枝ふみ代 

はるか海を見て月を待っていると対岸の灯も

瞬いてそれに応えていてくれる。 

空の色日毎に変る秋の朝        高橋裕之 

秋の空は日毎に変わる。雲の形も空の色も。

空を仰いで朝のすがすがしさを感じた作者。

写生のお手本。 

ギター弾く手元を照らす月明かり   榎本守男 

灯を消して月光の下でギターを弾くとは風流と

原田雅式 

志波 克 

三枝ふみ代

刈込一弥 

平野安照 

三枝ふみ代

村田喜身江

平川恵敏 

石渡 鋼 

原田雅式

平川恵敏

平川恵敏

三枝ふみ代

三枝ふみ代

志波 克 

千葉一利 

小野恒靖 

村田喜身江

須藤 隆 

高橋裕之 

石渡 鋼 

原田雅式 

村田喜身江

榎本守男 

平川恵敏 

須藤 隆 

三枝ふみ代

榎本守男 

志波 克 

志波 克 

榎本守男 

千葉一利 

高橋裕之 

大網庄一郎

千葉一利 

石渡 鋼 

原田雅式

平川恵敏 

志波 克 

千葉一利 

小野恒靖 

刈込一弥 

若鍋武良 

村田喜身江 

須藤 隆 

須藤 隆 

高橋裕之 

大網庄一郎 

原田雅式 

村田喜身江 

三枝かずを 

榎本守男 

山田昌雄 

平川恵敏 

三枝かずを 

若鍋武良 

榎本守男 

志波 克 

三枝かずを 

千葉一利 

高橋裕之 

千葉一利 



 

 

いうか作者はなかなかのロマンチスト。 

美しき月を眺めてウｵーキング      高橋裕之 

月を眺めて散歩と言わずウｵーキングとは。健

康の為に歩くのだけれど、今夜特別心も弾ん

だでしょう。 

病室の窓にほのかな月あかり        千葉一利 

原句「ぼんやり」よりも優雅に 

名月も雲にかくれし宴かな        小野恒靖 

原句「雲がくれして」 

藤けい子逝きて新宿月暗し          石渡 鋼 

原句「月無残」人生も月も暗かった 

彼岸花供養の道に咲きにけり        原田雅式 

原句「参りと」供養と言えばお参りは省略 

月あかり友と歩みししあはせを      村田喜身江 

原句「歩けし」しみじみと良き友と歩む月夜

は格別 

湯けむりの名月かくす旅の宿       榎本守男 

原句「湯けむりが」高点句だが一字の違い

でより名句に 

更けし夜の月皓々と中天に        須藤 隆 

原句「秋の夜」月は秋の季題。季重なりを避

けたい 

盛り上げるロータリーバンド月の宴     志波 克 

原句から「や」を削除、充分盛り上がってい

ます。 

増税の世を思ひつつ月を待つ      千葉一利 

原句「に登り出る」これは社会派俳句。月

を待つとは昇ってくるのを待つのだから登り

出ると言わなくてもわかる。個々を省略する

ことが俳句のコツです。 

ではその分なんとするかが難しかった。

「嘆きつつ」「怒りつつ」「愁いつつ」どれも主

観的過ぎて面白くない。ここが「川柳」との違

いです。ここは温和しく「思ひつつ」と物足り

ないだろうが一歩ひきさがってかえって読者

にその「思い」を想像させる余地を残す。せ

っかく「月を待つ」風流心があるのだから、そ

れを大事にしましょう。 

 

 

 

〈選者感想〉 

 さすがロータリアン、十七の中に羽目をはずさ

ず、かつのびのびと風雅に遊ぶところがよかった。

高学歴の無教養と言われる時代に教養のある月の

宴でした。 

 

 

互選する会員達 

 

集計結果発表 

 

ニコニコＢＯＸ 

           平野安照 親睦担当委員 

会員全員  三枝先生御夫妻をお迎えして。 

*三枝一雄  月見句会で妻も同伴で。 

        「海ゆかば（続）」を読んで下さい。 

*三枝一雄  誕生祝をいただいて。 

*永島 強  ご無沙汰して申し分けありません。 

            * > 1,000 円    合計 23,000 円 

 

出席報告 

小野恒靖 出席担当委員 

区分 会員数 出席 欠席 Makeup 出席率

今回 21/20 20 0  100% 

前回 21/20 17 3  85.00%

 


